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市
立
看
護
専
門
学
校
を
廃
止
す
る
条
例
を
可

市
立
看
護
専
門
学
校
を
廃
止
す
る
条
例
を
可
決決

平
成

年
度
決
算
を
認

平
成
　
年
度
決
算
を
認
定定

２０２０

＜臨時会＞
地方自治法第７４条第１項の規定に基づいて直接請求（※）があった「立川
市平和・無防備地域条例」を否決
＜定例会＞
市長提出の２５議案を可決・認定・同意
議員提出議案「立川市住宅改修工事資金助成条例」は賛成少数で否決
「図書館に専門的職員を継続的に確保することを求める陳情」を採択、
陳情３件を不採択
図書館に指定管理者制度を導入することができる条例を可決

（羽衣保育園（羽衣保育園））

第３回 定例会

第２回 臨時会

主な内容
●一般質問 ‥‥‥‥ ２～６面
●委員会の活動 ‥‥‥ ６面
●決算特別委員会 ‥‥ ７面
●陳情、意見書、議案賛否
　　　　　　　　 ‥‥ ８面

◆会議の経過◆審議された主な議案審議された主な議審議された主な議案案
☆第２回臨時会　～会期１０日間～
　７月１５日　　　　本会議　　
　７月２４日　　　　総務委員会
　　　　　　　　　本会議

☆第３回定例会　～会期２９日間～　　
　９月７日～１１日　本会議
　９月１４日～１７日　決算特別委員会
　９月１８日　　　　総務委員会
　９月２４日　　　　厚生産業委員会
　９月２５日　　　　環境建設委員会
　９月２８日　　　　文教委員会
　９月２９日　　　　新庁舎建設・現庁舎
　　　　　　　　　敷地活用特別委員会
　１０月２日　　　　議会運営委員会
　１０月５日　　　　本会議

 

●立川市平和・無防備地域条例　　　否決
　市民が平和で安全な環境のもとに生活できるよう、平和なまちづくりの基本原則を定めるもの。
●立川市立看護専門学校条例を廃止する条例　　　可決
　平成２５年３月末日をもって市立看護専門学校を閉校するもの。
●立川市図書館条例の一部を改正する条例　　　可決
　図書館の管理・運営を指定管理者に任せることができる規定の改正を行うもの。
●平成２１年度立川市一般会計補正予算（第３号）　　　可決
　歳入歳出の総額にそれぞれ１２億６，６２０万１千円を追加するもの。補正後の歳入歳出予算
の総金額は６７０億２，４４２万４千円。自治会連合会各支部や商店街にＡＥＤを設置することや
離職者の生活及び求職活動の支援に要するものなど。

 

●立川市住宅改修工事資金助成条例　　否決
　市内における住宅の改修工事に対し、その費用の一部を補助するもの。

市長提出議案

議員提出議案

シリーズ
　議会を知ろう⑬Q.「直接請求」ってなんだろう？

みみんんななががんんばばれれ！！みんながんばれみんながんばれ！！

Ａ　住民の声を直接、政治に届けるもので、一定の署名により行うことができます。首長や議員に政治
を任す間接民主制を補う直接参政制度のひとつであり、「条例制定（改廃）の請求」や「議会の議員及
び長の解職請求」などがあります。
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世
界
不
況
に
よ
り
財
政
は

厳
し
さ
を
増
し
、
行
革
の

よ
り
着
実
な
遂
行
が
必
要
で
す
。　２２

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
歳
入
を

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
リ
ス
ク
管
理
の
原
則
は
常

に
最
悪
の
場
合
を
想
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
基
準
で
算
定

し
た
上
で
、
さ
ら
な
る
歳
入
減
に
よ

り
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
整

備
基
金
も
枯
渇
し
た
場
合
は
、
基
幹

的
な
市
の
業
務
も
削
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
行
革
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
、
同
時
に
財
政
を
潤
す
新
た
な

企
業
誘
致
の
支
援
策
が
必
要
で
す
。

問問

 

雇
用
状
勢
の
一
層
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
、
個
人
市
民

税
及
び
法
人
市
民
税
、
交
付
金
等
を

含
め
現
時
点
で
は
約
　
億
円
の
減
収

２７

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
急
激
な
減
収

等
に
よ
る
最
悪
の
場
合
に
は
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
る

対
応
も
今
後
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
務
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
市
民
全
体
の
意

向
を
考
え
る
の
と
同
時
に
当
該
関
係

者
に
可
能
な
限
り
不
安
が
残
ら
な
い

形
で
進
め
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致

に
む
け
た
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
経
済
の
動
向
を
み
な
が
ら
、
現

在
考
え
て
い
ま
す
。

答

 

学
校
に
お
け
る
介
助
員
は

現
在
、
個
別
担
当
制
で
あ

り
、
介
助
員
が
休
む
時
に
交
代
要
員

を
見
つ
け
る
の
が
困
難
で
す
。
見
つ

か
ら
な
い
場
合
、
家
族
が
介
助
す
る

か
、
生
徒
が
欠
席
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
人
員
募
集
か
ら
現

場
へ
の
派
遣
等
を
統
括
で
き
る
団
体

へ
委
託
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

介
助
員
が
急
遽
休
む
と
き
の
対
応
や
、

学
校
内
だ
け
で
な
く
自
宅
と
学
校
の

送
迎
な
ど
、
普
段
の
生
活
に
お
け
る

利
用
も
期
待
で
き
ま
す
。
よ
り
良
い

制
度
に
す
る
た
め
、
制
度
の
整
備
、

見
直
し
を
含
め
た
考
え
方
の
転
換
を

検
討
す
べ
き
で
す
。

問問

 

介
助
員
の
人
材
確
保
は
、

主
に
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
学
校
に
任
せ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
難
し
い
面
が
あ

り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
障
害
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
支
援
、
介
助
員
の
安

定
的
、
継
続
的
な
配
置
を
ど
の
よ
う

に
実
現
す
る
か
な
ど
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
介
助
員
制
度
を
新
し
い
視
点

か
ら
、
外
部
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
協
定
を
結
び
事
業

化
す
る
方
式
に
つ
い
て
は
、
特
に
障

害
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
た
め
、

現
在
そ
の
可
能
性
を
追
求
し
、
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

モノレール高松駅、
迷惑駐輪対策を

整理指導と撤去を強化

大石　ふみお（民主・市民フォーラム）

 

モ
ノ
レ
ー
ル
高
松
駅
は
乗

降
客
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
駐
輪
場
利
用

者
数
が
収
容
台
数
を
上
回
り
、
駅
周

辺
で
は
自
転
車
が
歩
道
を
ふ
さ
い
だ

ま
ま
駐
輪
さ
れ
、
バ
イ
ク
も
何
十
台

と
違
法
駐
輪
さ
れ
て
大
変
危
険
な
状

態
で
す
。
ま
た
、
歩
道
の
た
ば
こ
の

吸
殻
も
以
前
に
比
べ
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
高
松
駅
の
利
用
者
は
今
後
も

増
え
て
い
く
状
況
で
あ
り
、
早
期
に

実
態
を
調
査
把
握
し
、
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
バ
イ
ク

に
つ
い
て
は
、
安
全
面
か
ら
関
係
各

所
と
連
携
し
、
即
時
に
撤
去
す
る
な

ど
、
厳
正
な
対
応
を
す
べ
き
で
す
。

問問

 

高
松
駅
周
辺
は
放
置
禁
止

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
は
注
意
喚
起
を
は
じ
め
、

整
理
誘
導
と
と
も
に
放
置
自
転
車
、

バ
イ
ク
の
撤
去
を
強
化
し
て
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
の
移
転
も
あ

り
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
に
つ

い
て
も
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、

高
松
駅
周
辺
な
ど
の
喫
煙
制
限
条
例

の
特
定
地
区
以
外
に
も
、
路
面
シ
ー

ト
の
貼
付
、
委
託
業
者
に
よ
る
注
意
、

指
導
、
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
実
行
委

員
会
な
ど
に
よ
る
周
知
活
動
を
進
め
、

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
周
知
を
市
内
全
域

で
図
っ
て
い
き
た
い
。

答

１
　
大
石
　
ふ
み
お
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

①
駐
輪
場
対
策
並
び
に
環
境
対
策
に
つ
い
て

②
姉
妹
都
市
大
町
市
と
の
交
流
事
業
の
拡
充
に

つ
い
て

２
　
米
村
　
弘
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

①
不
況
下
に
お
け
る
立
川
市
の
財
政
に
つ
い
て

３
　
伊
藤
　
大
輔
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

①
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

４
　
堀
江
　
重
宏
（
日
本
共
産
党
）

①
市
立
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

③
健
診
事
業
に
つ
い
て

５
　
中
島
　
光
男
（
公
明
党
）

①
富
士
見
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②
ご
み
対
策
に
つ
い
て

③
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

④
政
権
交
代
に
伴
う
市
行
政
の
影
響
に
つ
い
て

６
　
伊
藤
　
幸
秀
（
公
明
党
）

①
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
生
き
生
き
住
め
る
ま

ち
に

②
生
活
保
護
に
つ
い
て

③
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

④
小
中
学
校
の
携
帯
電
話
所
持
に
つ
い
て

７
　
永
元
　
須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）

①
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て

②
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

③
清
掃
行
政
に
つ
い
て

８
　
清
水
　
孝
治
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

①
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
の
あ
り
方
に

つ
い
て

９
　
浅
川
　
修
一
（
日
本
共
産
党
）
★

①
立
川
駅
北
口
西
側
地
区
再
開
発
に
つ
い
て

②
経
営
改
革
プ
ラ
ン
及
び
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

　
　
高
口
　
靖
彦
（
公
明
党
）

１０
①
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

③
砂
川
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
福
島
　
正
美
（
公
明
党
）

１１
①
市
庁
舎
跡
地
暫
定
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
に

つ
い
て

②
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
に

つ
い
て

③
喫
煙
制
限
条
例
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て

　
　
中
山
　
ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１２
①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
早
川
　
輝
（
日
本
共
産
党
）

１３
①
立
川
飛
行
場
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
騒
音
に

つ
い
て

②
雨
水
対
策
に
つ
い
て

③
武
蔵
砂
川
駅
と
西
武
立
川
駅
に
つ
い
て

　
　
古
屋
　
直
彦
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１４
①
非
焼
却
に
よ
る
ご
み
処
理
に
つ
い
て

②
西
武
立
川
駅
周
辺
に
つ
い
て

③
武
蔵
砂
川
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
岩
元
　
喜
代
子
（
公
明
党
）

１５
①
来
年
度
予
算
編
成
の
見
通
し

②
環
境
対
策
の
現
状
と
展
望

③
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

　
　
田
中
　
清
勝（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）★

１６
①
危
機
管
理
に
つ
い
て

②
地
方
分
権
に
つ
い
て

③
財
政
改
革
・
財
政
再
建
に
つ
い
て

　
　
堀
　
憲
一
（
公
明
党
）

１７
①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て

③
保
育
所
・
学
童
保
育
所
の
待
機
児
対
策
に
つ

い
て

　
　
上
條
　
彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

１８
①
雇
用
対
策
に
つ
い
て

②
農
業
支
援
策
の
強
化
に
つ
い
て

③
図
書
館
行
政
の
充
実
に
つ
い
て
　

　
　
守
重
　
夏
樹
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

１９
①
立
川
文
化
の
創
造
と
継
承
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
人
財
の
よ
り
有
効
な
活
動
支
援
に
つ
い
て

③
市
長
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
お
尋
ね
し
ま
す

　
　
大
沢
　
豊
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川
・

２０

市
民
の
党
）
★

①
障
害
児
の
保
育
園
入
園
や
、
普
通
学
級
で
の

学
習
保
障
に
つ
い
て

②
中
国
帰
国
者
、
外
国
人
の
教
育
、
生
活
の
保

障
に
つ
い
て

③
ご
み
問
題
（
３
号
炉
の
２
件
の
事
故
、
非
焼

却
の
ご
み
政
策
、
有
料
化
）

　
　
稲
橋
　
ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ

２１

ー
ク
）
★

①
教
育
に
お
け
る
図
書
の
活
用
を
す
す
め
る
た

め
の
、
学
校
図
書
館
を
含
め
た
図
書
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て

②
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
　
五
十
嵐
　
け
ん
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立

２２

川
・
市
民
の
党
）
★

①
歴
史
的
な
政
権
交
代
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
問
う

②
子
ど
も
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
保
育
行
政
に

つ
い
て（
民
営
化
で
保
育
が
よ
く
な
る
の
か
）

③
市
民
に
役
立
つ
よ
り
よ
い
図
書
館
行
政
に
つ

い
て

④
計
画
的
市
政
で
ご
み
行
政
の
解
決
を

　
　
矢
島
　
重
治
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川

２３

・
市
民
の
党
）

①
立
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②
教
育
格
差
の
是
正
に
つ
い
て

③
第
一
小
学
校
の
建
て
か
え
に
つ
い
て

④
柴
崎
学
習
館
の
建
て
か
え
に
つ
い
て

　
　
矢
口
　
昭
康
（
公
明
党
）

２４
①
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

②
学
校
教
育
に
つ
い
て

③
清
掃
工
場
に
つ
い
て

一般質一般質問問

市政の内市政の内容容
を聞を聞くく

要旨

　
今
議
会
よ
り
、
従
来
の
一
括
質
問
・
一
括

答
弁
方
式
に
加
え
、
一
問
一
答
方
式
の
試
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
員
が
ど
ち
ら
か
を
選

択
し
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。
今
議
会
で
は

８
人
の
議
員
（
★
印
）
が
一
問
一
答
方
式
で

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

介助員制度、転換すべき

可能かどうか検討中

伊藤　大輔（民主・市民フォーラム）

予算編成における
リスク管理を

動向をみて基金で対応

米村　弘（たちかわ自民党）

わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て

儿
一
問
一
答
方
式
の
試
行
儿



3 平成２１年（２００９年）１０月２５日

新たな制度への転換を
―後期高齢者医療制度―

国の施策に従い進めていく

堀江　重宏（日本共産党）

 

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
の
保

険
料
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

て
い
る
案
は
、
ど
れ
も
現
行
よ
り
上

が
り
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
の
負
担

と
す
る
に
は
、
現
在
の
軽
減
措
置
を

さ
ら
に
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
保
険
料
を
一
定
期
間
滞

納
し
た
場
合
に
「
資
格
証
明
書
」
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
一
時
的
な
収
入
増

に
よ
り
保
険
料
が
上
が
っ
て
支
払
い

が
困
難
に
な
る
場
合
も
あ
り
丁
寧
な

対
応
が
必
要
で
す
。
こ
の
制
度
に
は

欠
陥
が
あ
る
た
め
、
長
引
け
ば
国
民

に
負
担
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
制
度
の

廃
止
と
同
時
に
高
齢
者
医
療
を
し
っ

か
り
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

問問

 

医
療
費
と
被
保
険
者
数
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
現
行

の
保
険
料
率
よ
り
高
い
設
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
診
療
報
酬
改

定
や
高
齢
者
負
担
率
な
ど
の
変
更
も

考
え
ら
れ
、
試
算
は
暫
定
的
な
も
の

で
す
。
ま
た
「
資
格
証
明
書
」
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
対
象
者
が
　
歳
以

７５

上
で
あ
り
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と

は
当
然
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
当
初
に
比
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
定
着

し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
た
な
制
度
が
示
さ
れ
た

場
合
に
は
、
混
乱
な
く
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

魅力的な公園づくりを

モデル公園の実施に取り組む

中島　光男（公明党）

 

公
園
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
層
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
公
園
は
幼
児
中
心
の
遊
具
等
が

画
一
的
に
配
置
さ
れ
、
魅
力
あ
る
公

園
は
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
今

後
の
高
齢
社
会
に
備
え
、
小
学
校
区

の
公
園
の
う
ち
１
ヵ
所
に
は
健
康
遊

具
を
設
置
し
、
お
年
寄
り
や
リ
ハ
ビ

リ
に
励
む
人
の
健
康
増
進
や
介
護
予

防
を
行
え
る
場
に
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
各
地
域
の
利
用
者

が
少
な
い
公
園
を
、
い
つ
で
も
伸
び

伸
び
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ボ
ー
ル

蹴
り
が
で
き
る
子
ど
も
の
遊
び
場
と

し
て
再
生
し
、
活
用
す
べ
き
で
す
。

問問

 

こ
れ
ま
で
９
ヵ
所
の
公
園

に
高
齢
者
が
使
用
で
き
る

背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
や
ぶ
ら
下
が
り
健

康
遊
具
を
設
置
し
て
お
り
、
今
年
度

は
新
た
に
３
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
施
設
の
更
新
時
に
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
遊
具
の
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
公
園
内
の

ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
は
現
在
、
モ

デ
ル
公
園
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
ル
ー

ル
作
り
な
ど
が
必
要
で
す
。
地
元
自

治
会
な
ど
地
域
と
の
合
意
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
協
働
、
連

携
を
図
り
、
モ
デ
ル
公
園
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答

雇用ルールの改善を
―シルバー人材センター―

職種の開拓、拡大が必要

伊藤　幸秀（公明党）

 

高
齢
者
の
雇
用
確
保
の
た

め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
機
能
は
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
し
て
も
仕

事
が
な
い
、
特
定
の
人
に
仕
事
が
長

期
に
回
さ
れ
、
い
つ
ま
で
待
っ
て
も

仕
事
が
回
っ
て
こ
な
い
な
ど
の
不
満

の
声
を
耳
に
し
ま
す
。
原
則
５
年
で

職
場
を
変
更
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
途
中
で
登
録
し
た

人
か
ら
は
、
５
年
間
ず
っ
と
仕
事
が

な
か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
雇
用
確
保
の
た
め
に
は
、

現
在
の
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
改
善
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

経
済
不
況
の
影
響
を
受
け
、

新
規
受
託
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
方
が
就

業
で
き
る
よ
う
、
原
則
５
年
で
職
場

を
変
更
す
る
ル
ー
ル
や
、　
歳
を
定

７５

年
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、

運
営
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
就
業
率

も
７
割
で
あ
り
、
仕
事
が
回
っ
て
こ

な
い
部
分
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

後
は
団
塊
の
世
代
が
増
え
、
ま
す
ま

す
ニ
ー
ズ
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
新

し
い
職
種
の
開
拓
、
拡
大
が
必
要
で

あ
り
、
会
員
一
人
一
人
と
の
き
め
細

か
い
相
談
体
制
の
拡
充
と
と
も
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
よ
く
調

整
を
し
て
い
き
た
い
。

答

清掃工場の総点検を

精密機能検査を徹底的に行う

永元　須摩子（日本共産党）

 

清
掃
工
場
の
３
号
炉
は
、

３
月
の
事
故
と
８
月
の
緊

急
停
止
と
事
故
が
相
次
い
で
起
こ
り
、

市
民
は
大
き
な
不
信
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
３
月
の
レ
ン
ガ
の
落
下
事
故

に
つ
い
て
は
、
第
三
者
機
関
か
ら
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
あ
れ
だ
け
の
異
常
な

高
温
を
出
し
て
い
る
た
め
、
電
気
系

統
等
の
異
変
が
起
こ
る
の
は
当
た
り

前
で
す
。
１
号
炉
や
２
号
炉
は
大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
で
も

炉
を
完
全
に
止
め
る
な
ど
、
総
点
検

を
行
い
、
十
分
な
検
査
を
す
べ
き
で

す
。
ま
た
、
今
後
市
民
に
ど
う
説
明

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

続
け
て
事
故
が
起
き
、
市

民
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
今
後
の
再
発
防
止
策

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
注
意
喚
起

と
リ
ス
ク
喚
起
を
職
員
に
周
知
す
る

と
と
も
に
、
検
査
結
果
に
基
づ
く
対

応
策
や
予
防
保
全
措
置
を
実
施
す
る

な
ど
、
維
持
管
理
面
で
の
見
直
し
を

図
り
ま
す
。
な
お
、
３
号
炉
及
び
１
、

２
号
炉
を
含
め
た
精
密
機
能
検
査
を

徹
底
的
に
行
い
、
再
発
防
止
を
含
め

た
清
掃
工
場
営
繕
計
画
自
体
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
行
い
た
い
。
市
民
に

対
し
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

答

名称、機能の変更を
―女性総合センター・アイム―

前向きに検討したい

清水　孝治（たちかわ自民党）

 

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア

イ
ム
は
、
本
市
で
最
も
交

通
至
便
地
域
に
あ
る
施
設
の
一
つ
で

す
。
便
利
な
地
に
あ
る
公
共
施
設
は

利
用
率
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

面
で
高
度
な
利
用
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
ま
す
。
条
例
に
よ
る
と
、
ア
イ

ム
は
男
女
共
生
社
会
の
推
進
以
外
に

生
涯
学
習
な
ど
の
目
的
用
途
で
も
使

用
が
可
能
で
す
。
実
際
に
そ
の
使
わ

れ
方
は
当
初
と
大
分
異
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
使
わ
れ
方
や
市
民
の
利

便
性
、
資
産
価
値
の
高
さ
か
ら
、
今

後
は
「
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
名
称
も
含
め
機
能
変
更
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め

の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
な
り
に
女
性
の
地
位
向
上

や
社
会
進
出
の
充
実
の
た
め
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
男
女
平
等

意
識
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
、
他
の
自

治
体
に
お
い
て
も
同
様
の
「
女
性
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
が
変
更
さ
れ

る
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

現
状
で
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
使
わ
れ
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

た
め
、
ご
提
案
の
よ
う
な
名
称
や
機

能
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
方
向

性
を
含
め
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答

慎重に事業を進めるべき
―北口西地区再開発事業―

組合の動向を慎重に見守る

浅川　修一（日本共産党）

 

東
急
不
動
産
が
、
準
備
組

合
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

補
助
金
を
使
い
、
計
画
を
変
更
し
て

き
た
経
過
か
ら
、
東
急
不
動
産
へ
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
求
め
る
べ
き
で
す
。
新

た
な
参
加
組
合
員
予
定
者
を
探
し
た

後
に
、
こ
れ
以
上
計
画
変
更
に
伴
う

補
助
金
等
の
お
金
は
か
か
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
次
も
撤
退
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
時
間
も
か
か
り

良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
事

態
を
踏
ま
え
、
参
加
組
合
員
に
な
る

前
の
準
備
段
階
で
も
、
そ
れ
な
り
の

責
任
を
負
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ

う
な
覚
書
を
し
て
、
慎
重
に
事
業
を

進
め
る
べ
き
で
す
。

問問

 

覚
書
で
は
、
双
方
と
も
解

除
が
で
き
る
内
容
で
あ
る

の
と
同
時
に
、
現
時
点
で
は
新
た
な

費
用
負
担
が
生
じ
な
い
と
見
込
ん
で

お
り
、
違
約
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
万
一
費
用
負
担
が
生
じ
た

場
合
は
、
応
分
の
負
担
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
参
加
組
合
員
の
募
集

に
関
し
て
は
、
都
市
計
画
決
定
の
内

容
を
伝
え
な
が
ら
募
集
を
し
て
い
る

た
め
、
設
計
の
枠
内
で
の
変
更
で
あ

れ
ば
大
き
な
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

参
加
組
合
員
の
選
定
作
業
中
で
あ
り
、

市
と
し
て
は
組
合
及
び
関
係
者
の
動

向
を
慎
重
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

答

用語解説 資格証明書とは

　特別の理由がなく一年以上保険料を滞納する
と保険証のかわりに交付されます。資格証明書
では医療機関で１０割を負担し、後で自己負担分
（１割～３割）以外を市の窓口で申請します。

待ち望まれる再開発 利便性抜群です（アイム）


